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伝
続
あ
る
田
高
の
復
活
に
向
Iナ

て

62期生入学式

こ
れ
か
ら
も
走
り
続
け
る
月
日
会

月
且
富
会
長

待
期
）

鍵
和
田
　
幹
　
夫

年
記
念
総
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
総
会
の
場
で
は
、
多

く
の
会
員
の
皆
さ
ま
と
直
接
お
会
い

は
じ
め
に
、
東
日
本
大
震
災
で
被

害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、　
一
日
も
早
い
復
旧

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年

１０
月
に
田
中
博
隆
氏
の
後
を

引
継
ぎ
第

９
代
会
長
に
就
任
し
て
か

ら
こ
れ
ま
で
、
日
中
名
誉
会
長
が
担

わ
れ
て
き
た
会
長
職
の
重
責
を
感
じ

る
日
々
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

幹
事
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
何
と
か
こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
、
月
日
会
も
来
年
は

「
６０
周

昨
年
度
は
、
月
日
会
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

十
二
月
に
は
岡
山
で
刀
鍛
冶
を
し

て
い
る
宗
近
兵
衛
様
に
進
路
講
演
会

の
講
師
を
お
願
い
し
、
仕
事
の
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
数
の
生

徒
が
参
加
し
、
仕
事
に
関
す
る
様
々

な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
他
に
も
後
輩
の
た
め
に
、

時
間
を
都
合
し
て
も
良

い
と

い
う
、

有
難

い
お
申
し
出
を

い
た
だ

い
て
お

り
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
三
月
に

卒
業
し
た
生
徒
の
中
に
は
東
京
大
学

理
科

一
類
に
現
役
合
格
し
た
も
の
、

さ
ら
に
中
堅
校

へ
の
入
学
者
も
増
え

る
な
ど
、
進
学
実
績
が
上
が
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
さ
ら
に
、
学
習
方

法

・
学
習
習
慣
の
定
着
を
目
標
に
学

習
指
導
に
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
。

今
年
度
の
入
学
式
は
、
四
月
七
日

に
、
被
災
地
か
ら
の
生
徒
も
含
め
、

二
四
〇
名
の
新
入
生
を
迎
え
無
事
終

了
い
た
し
ま
し
た
。
入
学
式
に
参
列

し
た
東
京
都
教
育
委
員
会

の
方
か

ら
、
生
徒
が
式
の
最
中
に
、
立
派
に

行
動
し
て
い
た
こ
と
を
褒
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

生
徒
の
力
を
さ
ら
に
伸
長
す
る
こ

と
が
教
職
員
の
使
命
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
教
職
員
が

一
致
し
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

月
日
会
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
お
時
間
の
あ

る
際
に
は
、
田
園
調
布
高
等
学
校

ヘ

来
て
い
た
だ
き
、
母
校
の
更
な
る
発

展
の
た
め
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
１１
月
に
月
日
会
６。
周
年
記
念
総
会
を
開
催
一

来
年

（平
成

２４
年
）
秋
に

「
月
日
会

６０
周
年
記
念
総

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
の

「
５０
周
年
記
念
総
会
」
、

東
京
工
業
大
学
百
年
記
念
館
で
の

「
５５
周
年
記
念
総
会
」

に
は
多
く
の
会
員

・
来
賓
が
来
場
さ
れ
和
や
か
に
懇
親

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
６０
周
年
記
念
総
会
」
も
、
こ
れ
ま
で
の
総
会
同
様

各
世
代
に
亘
る
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
よ
り
、
同
世

代
の
仲
間
や
世
代
を
超
え
た
先
輩
後
輩
が
、
母
校
の
辿

っ
て
き
た
道
筋
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
現
在
そ
し
て

こ
れ
か
ら
の
母
校
の
姿
を
語
り
合
う
場
に
し
た

い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
部
活
動
Ｏ
Ｂ
の
繁
が
り
も
こ
の
場
で
確
認
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
の
予
定
は
次

の
と
お
り
で
す
。
詳
細
は
確
定

次
第

（
■
月
頃
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

同
時
　
平
成
２４
年
「
月
‐８
日

（日
）
午
後
１
時
か
ら

会
場
　
口ｍ
川
駅
前
の
ホ
テ
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
こ
と
と
、
今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
詳
細
は
同
封
し
た
別
紙
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

会
員
名
簿
の
発
行
も
計
画
し
て
い
ま

す
。一

万
五
千
名
余
と
な
っ
た
会
員
の

皆
様

へ
の
新
鮮
な
情
報

の
発
信
、

様
々
な
活
動
に
よ
り
会
員
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
し
、

月
日
会
を
皆
様
に
よ
り
身
近
な
も
の

と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
事

都
立
田
園
調
布
高
等
学
校
長
　
第
17

代

桑
　
原

　

　

洋

●
来
年
「
月
月
日
会
６０
周
年
記
念
総
会
を
開
催

●
月
日
会
新
名
簿
の
申
し
込
み
を受

け
付
け
ま
す

０
月
日
会
６０
周
年
に
向
け
て
役
員
新
体
制

おもな内容

業
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
本
年
度
も
年
会
費
の

納
入
や
ぼ
ろ
に
あ
祭
等
諸
活
動

へ
の

参
加
も
引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま

す
。追

伸

一
こ
れ
か
ら
同
期
会
や
Ｏ
Ｂ

会
を
計
画
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
で
き
る
限
り
参
加

し
、
月
日
会
の
活
動
に
つ
い
て
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
窓
の
絆

更
な
る
田
高

へ
の
応
援
を

月
日
会
名
誉
会
長
　
　
（６
期
）

財
団
法
人
田
園
調
布
　
理
事
長

田
中
　
博
隆

月
日
会
６０
周
年
に
向
か
っ
て
の
新

た
な
船
出
を
願
い
、
昨
秋
紙
上
総
会

を
開
催
し
、
新
会
長
に
１９
期
生
の
鍵

和
田
幹
夫
さ
ん
を
推
薦
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ご
承
認
下
さ
い
ま
し
て
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
組
織
の
役
員
の
皆
様
に
は
、
同

窓
の
絆
を
大
切
に
、
月
日
会
の
発
展

に
尽
く
し
て
下
さ
る
事
を
期
待
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。

私
も
卒
業
以
来

５３
年
間
月
日
会
活

動
に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
月
日
会

会
報
創
刊
号
の
編
集
か
ら
始
ま
り
、

名
簿
発
行
、
周
年
総
会
の
開
催
、
母

校
の
周
年
事
業

へ
の
支
援
、
更
に
財

団
法
人
田
園
調
布
と
と
も
に
地
域
支

援
活
動
等
を
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。

條
育
館
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
の
デ
ザ

イ
ン
、
校
旗
贈
呈
、
桐
の
木
植
樹
、

校
歌
Ｃ
Ｄ
の
製
作
は
今
で
も
心
に
残

る
思
い
出
の
事
業
で
す
。
そ
し
て
、

平
成
２．
年
秋
の
母
校
６０
周
年
記
念
総

会
は
、
「
母
校
を
思
う
強
い
気
持
ち
」

で
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
が
、
故
家
入
正
男
元
会
長

（
１

期
生
）
か
ら
引
き
継
ぎ
、
月
日
会
会

長
と
し
て
長
い
道
の
り
を
歩
い
て
こ

ら
れ
ま
し
た
の
も
月
日
会
会
員
の
皆

様
と
、
幹
事
の
皆
様
の
お
力
添
え
が

あ

っ
た
こ
と
と
、
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。

「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

月
日
会
名
誉
会
長
、
財
団
法
人
田

園
調
布
理
事
長
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
夢
を
持

っ
て
、
月
日
会
と
と
も
に

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
清
流
会

（元
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
会
）
に
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

今
春
六
十
二
期
生

く

三
四
０
名
入
学

入
学
式
に
参
列
し
て

第

６２
期
の
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
入
学
さ
れ
た
４
月
７
日

は
、
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
も
ま
だ

新
し
い
、
少
し
肌
寒

い
春
の
日
で
し

た
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
に
様

々
な
思
い
を

抱

い
て
の
第

一
歩
だ

っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
の
少
し
緊
張
し

た
よ
う
な
様
子
や
、
保
護
者
の
皆
様

の
子
供
達
を
見
守
る
温
か
い
眼
差
し

を
拝
見
し
、
こ
れ
か
ら
の
三
年
間
が

想

い
出
深
い
す
ば
ら
し
い
日
々
と
な

り
ま
す
よ
う
に
と
願
い
、
ま
た
、
そ

の
た
め
に
月
日
会
と
し
て
応
援
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
の
思
い

を
新
た
に
し
た

一
日
で
し
た
。

２。
期
　
源
田
真
由
美

５９
期
生
卒
業
式

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

９

日
遅
れ
て
、
平
成

２３
年

３
月

２．
日
、

５９
期
生
の
卒
業
式
が
粛
々
と
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
の
言
葉
に
は
、
高
校
生
活

の
充
実
感
や
新
た
な
門
出
に
向
け
た

強

い
意
志
が
込
め
ら
れ
、
と
て
も
頼

も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に

体
育
館
の
壁
に
映
し
出
さ
れ
た

「
３

年
間
の
歩
み
」
は
、
列
席
者
全
員
に

懐
か
し
く
映

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

５９
期
生
の
皆
様
、
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
て
お
り
ま
す
。

２４
期
　
山
本
　
順
子

夕
日
を
見
て
い
る
と
不
思
議
と
田

高
の
生
徒
ホ
ー
ル
の
裏
を
思
い
出
す
。

商
色
の
空
が
多
摩
川
を
越
え
て
遠

く

の
山

々
を
浮
き
立
た
せ
、
季
節

は
、
茜
色
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
、
形
の

違
う
雲
を
描

い
て
い
た
。
そ
の
雲
の

絵
は
、
多
感
な
時
期
の
私
の
心
を
和

ま
せ
る
も
の
だ

っ
た
。

一
年
生
の
春
、
中
学
生
ま
で
得
意

だ

っ
た
数
学
で

「赤
点
」
に
近
い
点

を
取

っ
て
力
が
抜
け
、
う

つ
ろ
に
、

金
網
の
フ
ェ
ン
ス
の
向
こ
う
を
見
て

い
る
と
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
私

に

「
俺

の
ほ
う
が
、
も

つ
と
悪

い
」
と

い
っ
て
く
れ
た
時
。

二
年
生
の
夏
、
三
年
生
に
呼
び
出

さ
れ

「
生
意
気
だ
」
と
襟
首
を

つ
か

ま
れ
て
、
金
網
に
押
し
付
け
ら
れ
た

時
、
先
手
必
勝
と
ば
か
り
腕
を
払

っ

て
鉄
拳
を
ふ
る

っ
た
時
。

三
年
生
の
卒
業
間
近
の
本

の
日
、

「
待

っ
て
い
る
」
と
呼
び
出
さ
れ
、

私
の
方
を
見
ず
に
金
網
の
向
こ
う
を

眺
め
な
が
ら
、
三
年
間
の
想
い
を
告

げ
ら
れ
た
時
。

い
つ
も

フ

ェ
ン
ス
の
向

こ

つゝ
に

は
、
あ
の
夕
日
が
あ

っ
た
。

最
近
同
窓
会
の
関
係
で
田
高
に
行

く
機
会
が
多
く
な

っ
た
。
そ
こ
で
、

も
う

一
度
、
あ
の
夕
日
を
見
て
み
た

い
。
し
か
し
、
そ
こ
が
ど
こ
だ

っ
た

の
か
、
建
物
が
変
わ

っ
て
よ
く
わ
か

ら
な

い
。
残
念
な
気
が
す
る
。
し
か

し
、
日
高
の
門
を
く
ぐ
る
と
四
十
余

年
前
の
私
の
青
春
と
あ
の
日
の
夕
日

が
頭
の
中
に
戻

っ
て
く
る
。

・５
期
　
新
井
　
國
責

年
会
費
こ
納
入
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。
つ
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
月
日
会
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
会
報
を
皆
様
に
お
届
け

で
き
る
の
も
皆
様
か
ら
の
年
会
費

・
ご
寄
付
の
お
か
げ
で
す
。
ご
協
力
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

多摩

Ⅲ(与 .― 与、£レ、fン‐レ,■いレ■`ラ.I' ・ヽアド・ ラヽ ｀ヽ′ヽ̂ ,ト

謝
卒
業
笠

五
十
九
期
生

二
百

二
十

五
え

田
高
卒
業
生
は
延

一
万

五
十
九
百
四
十
九
名
と
な

り
ま
し
た
。
連
絡
可
能
月

日
会
会
員
は
、
約

一
万
三

千
名
で
す
。
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第 32号

平
成

２２
年
度
活
動
は
以
下
の
通
り

で
す
。

幹
事
会
活
動

○
入
学
式
出
席

（
４
月
７
日
）
校
章

バ
ッ
ン゙
贈
督
王

○
幹
事
会

（
６
回
）

○
会
計
委
員
会

（
３
回
）

○
会
報
委
員
会

（
４
回
）

○
会
報
３．
号
発
行

（
７
月
）

○
ぼ
ろ
に
あ
祭
参
加

（
９
月

１８
日
、

・９
日
）

○
卒
業
式
予
行

（
３
月
１．
日
）
卒
業

生
へ
月
日
会
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

説
明
の
後
震
災
が
発
生
し
ま
し
た

が
、
校
舎

・
生
徒
に
大
き
な
被
害

は
無
く
、
何
名
か
の
生
徒
が
学
校

に
宿
泊
し
ま
し
た
。
翌
３
月
１２
日
に

全
員
帰
宅
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
発
生
に
よ
り
３
月

・２
日
の
卒
業
式
は
延
期

○
卒
業
式
出
席

（
３
月
２．
日
）
卒
業

証
書
ホ
ル
ダ
ー
贈
呈

幹
竃

熊

谷

和

巳

（３８
期
）

母
校
協
力
活
動

○
体
育
祭

（
６
月
５
日
）
応
援

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
力
活
動

○
ぽ
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

参
加

（
７
月
５
日
）

Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
手
作
り
講
習
会
参
加

（
８

月
２５
日
）

○
ぽ
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
協
力

（
９
月

・９
日
）
売
り
子
役
で
手
伝
い

○
ぼ
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
反
省
会
参
加

（
１０
月
１６
日
）

財
団
法
人
田
園
調
布
協
力
活
動

○
財
団
法
人
田
園
調
布
評
議
員
会

（
６
月
１９
日
、
３
月
１９
日
）

○
財
団
法
人
田
園
調
布
中
学
生
サ
ッ

カ
ー
大
会
協
力

（
■
月
２３
日
）

○
財
団
法
人
田
園
調
布
　
パ
ソ
コ
ン
講

習
会
協
力

（秋
期

一
１０
月
～
■
月
）

○
財
団
法
人
田
園
調
布
　
手
話
講
習

会
協
力

（
１
月
２２
日
）

○
財
団
法
人
田
園
調
布
小
学
生
野
球

大
会
協
力

（
２
月
２７
日
）

○
財
団
法
人
田
図
調
布
グ
ラ
ウ
ン
ド

抽
選
立
会
い
、

１２
回

（毎
月
第
１

水
曜
日
）

清
流
会
協
力
活
動

○
清
流
会
総
会
参
加

（
５
月
２．
日
）

○
清
流
会
手
芸
講
習
会
参
加（

９
月
４
日
）

○
清
流
会
研
修
旅
行
参
加

（
１２
月
５
日
）

○
清
流
会
新
年
会
参
加

（
２
月
４
日
）

平
成

２２
年
度
も
母
校
及
び
田
高
関
連

の
各
団
体
と
協
力
の
下
、
幅
広
く
活

動
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
本
年
度

は
月
日
会

６０
周
年
に
向
け
た
活
動
を

始
め
て
い
ま
す
、

１
ペ
ー
ジ
記
事
に

案
内
の
通
り
、
会
員
の
皆
様
の
多
大

な
る
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

財
団
法
人
田
園
調
布
月
日
会
関
係
役
員

理

童す
長
　
田
中
　
博
隆

（
６
期
）

理
　
　
事
　
鍵
和
田
幹
夫

（
１９
期
）

監
　
　
事
　
簡
　
　
　
彼

（
９
期
）

評

議

員
　
金
子
喜

一
郎

（
７
期
）

評

議

員
　
新
井
　
団
貴

（
１５
期
）

評

議

員
　
源
田
真
由
美

（
２０
期
）

評

議

員
　
山
本
　
順
子

（
２４
期
）

評

議

員
　
小
西
　
正
晃

（
３７
期
）

評

議

員
　
熊
谷
　
和
巳

（
３８
期
）

評

議

員
　
浅
田
　
裕

一

（
４５
期
）

評

議

員
　
山
田
　
浩

一

（
４５
期
）

評

髪献
員
　
重
谷
麻
奈
美

（
５２
期
）

評

老戯
員
　
山
梨
　
裕
加

（
５６
期
）

評

セ献
員
　
蛭
田
　
悠
真

（
５６
期
）

平
成

２２
年

９
月

１８

・
・９
日
の
２
日

間
、
第

４６
回
ぽ
ろ
に
あ
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
月
日
会
で
は
昔
遊
び

コ

ー
ナ
ー
や
田
園
調
布
高
校
の
懐
か
し

い
写
宣
（の
展
一不
、
プ
リ
ク
ラ
の
配
布

な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
プ
リ
ク
ラ
を

希
望
さ
れ
た
方
に
は
田
園
調
布
高
校

を
訪
れ
た
証
と
し
て
校
章
の
入

っ
た

紙
に
プ
リ
ク
ラ
を

１
枚
貼

っ
て
頂
き

ま
し
た
。

３
年
前
か
ら
始
め
て
、
今

で
は
た
く
さ
ん
の
プ
リ
ク
ラ
が
貼
ら

れ

て
お
り
、
大
変
嬉
し
く
思

い
ま

す
。
昔
遊
び

コ
ー
ナ
ー
で
は
ベ
ー
ゴ

マ
や
け
ん
玉
な
ど
の
年
輩
の
方
に
と

っ
て
懐
か
し
い
も
の
か
ら
、
今
か
ら

３０
年
程
前
に
出
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
な
ど
幅
広

い
世
代
の
方
々

か
ら
興
味
を
持

っ
て
頂
け
る
も
の
を

展
示
し
、
在
校
生
や
遊
び
に
来
て
く

だ
さ

っ
た
お
子
様
な
ど
た
く
さ
ん
の

方
々
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

５６
期
　
蛭
田
　
悠
真

新
幹
事
よ
り

ひ
と
こ
と

―
ギ

籟
勇
み

平
成
二
十
三
年
度
月
日
会
役
員

役
　
職
　
　
氏
　
名
　
　
期

名
誉
会
長
　
田
中
　
博
隆

（
６
期
）

ハム
　
　
長
　
鍵
和
田
幹
夫

（
１９
期
）

副

ハム
長
　
源
田
真
由
美

（
２０
期
）

（兼

会
計
委
員
長
）

副

ハム
長
　
山
本
　
順
子

（
２４
期
）

（兼

名
簿
委
員
長
）

副

ハム
長
　
小
西
　
正
晃

（
３７
期
）

（兼

会
報
委
員
長
）

幹

事

長
　
熊
谷
　
和
巳

（
３８
期
）

副
幹
事
長
　
浅
田
　
裕

一

（
４５
期
）

会
計
監
査
　
千
川
　
勝
重

（
６
期
）

会
計
監
査
　
簡
　
　
　
敏

（
９
期
）

情
報
委
山只
長
　
山
田
　
浩

一

（
４５
期
）

常
任
幹
事
　
金
子
喜

一
郎

（
７
期
）

常
任
幹
事
　
鈴
木
　
洋
子

（
１１
期
）

常
任
幹
事
　
初
音
み
ね
子

（
１４
期
）

常
任
幹
事
　
新
井
　
園
貴

（
１５
期
）

常
任
幹
事
　
重
谷
麻
奈
美

（
５２
期
）

常
任
幹
事
　
神
庭
あ
ゆ
み

（
５３
期
）

常
任
幹
事
　
溝
口
　
直
美

（
５３
期
）

圭
日　
　
記
　
山
梨
　
裕
加

（
５６
期
）

圭
口　
　
記
　
蛭
田
　
悠
真

（
５６
期
）

幹
　
　
事
　
染
野
美
代
子

（
１
期
）

幹
　
　
事
　
家
入
　
園
子

（
３
期
）

幹
　
　
事
　
寺
久
保
　
動
小
（
４
期
）

幹
　
　
事
　
千
本
　
俊
江

（
１５
期
）

幹
　
　
事
　
塚
田
ま
な
み

（
５３
期
）

（
５６
期
）

（
５６
期
）

（
５６
期
）

（
５６
期
）

（
５６
期
）

（
５７
期
）

（
５７
期
）

（
５９
期
）

（
５９
期
）

（
５９
期
）

（
５９
期
）

0 亀

59期新幹事

晩

磁
叫

‐
―
―

‥ｔ
ド

ヽ
ｒ
ｌ

月

日
ミ
れ
瓢
【^

田
高

「ぼ
ろ
に
あ
祭
」
第
２５
回

「
ふ
れ
あ
い
パ
ザ
ー
」

９
月
１８
日

（日
）
１０
時
～
１２
時

（予
定
　
口呻
物
な
く
な
り
次
第
終
了
）

献

品

を

お

願

い

い
た

し

ま

す

　

８
月
末
日
ま
で
に

月
具

ス事
務
局
宛

売
上
金
は
、
財
団
法
人
田
園
調
布
に
寄
付
さ
れ
、
学
校
支
援

・
地
域
支
援

（大
田
区
社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付
ほ
か
）
の
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
の
ぼ
ろ
に
あ
祭
は
９
月
１８
日

（日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
幹
事
さ
ん
コ
メ
ン
ト

①
在
校
中
の
部
活

②
趣
味

（面
白
い
と
思
う
こ
と
）

③
将
来
や
り
た
い
こ
と

④
血
液
型
　
⑤
好
き
な
言
葉

③
好
き
な
食
べ
物

⑦
苦
手
な
も
の

内
山
　
　
藍

①
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

②
バ
レ
ー

・
映
画
鑑
賞

（洋
画
）

③
翻
訳
家
的
な
。
チ
ャ
リ
で
日
本

一
周

④
Ａ
型

⑤
あ
り
が
と
う

⑥
納
豆
ご
は
ん

。
お
肉
“

（焼
き

肉

。
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

・
す
き
焼

き
）
　

チ
ー
ズ

⑦
虫

（と
ぶ
系
）

大
川
　
拓
也

①
水
泳
部

②
自
転
車
、
飛
行
機
写
真

③
航
空
自
衛
官

④
Ｂ
型

⑤
暉
ｗ離

尊
Ｊ
あ

Ｂ
要

で
①

大
谷
　
恵
子

①
写
真
部

②
舞
台
鑑
賞
、
お
笑
い
、
ダ
ン
ス

③
世
界

一
周

④
Ｏ
型

⑥
あ
す
ｏ
ロ

ヨ
営
器

∽
ｏ
ｏ
Ｂ

⑥
甘
い
も
の

⑦
虫

小
安
悠
衣
香

①
写
真
部

②
ダ
ン
ス
、
写
真
、
芸
術

（舞
台
）

鑑
賞
、
歌
う
こ
と

③
舞
台
に
関
わ
る
と
か

④
Ａ
型

⑤
努
力
は
人
を
裏
切
ら
な
い

③
パ
ス
タ
系
、
甘
い
も
の
、
き
ら
い

な
食
べ
物
は
あ
ま
り
な
い
で
す
。

⑦
虫
！
　
絶
叫
マ
シ
ー
ン
！

月
日
会
新
名
簿

寧
成
２４
年
１０
月
発
⊂
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

６０
周
年
記
念
号
と
し
て
、
平
成

２４
年
秋
の
発
行
を
目
指
し
、
編
集
作
業

に
着
手
し
ま
し
た
。
会
報
に

「
調
査
カ
ー
ド
」
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ご
提
供

い
た
だ

い
た
情
報
は
、
月
日
会
の
活
動

（同
期
会
等
を
含
む
）
の
み
に
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

名
簿
の
購
入
を
ご
予
約

い
た
だ
き
ま
し
た
会
員

の
皆
様
と
、
協
賛
金
、

広
告
の
お
申
し
出
を

い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
に
は
、
改
め
て
お
礼

状
と
払
込
用
紙
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

会
報
に
同
封
の
年
会
費

・
ご
寄
付
の
払
込
用
紙
と
は
別
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
間
違
え
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

月
日
会

６０
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
名
簿
発
行
に
ご
理
解
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
名
簿
は
予
約
の
み
の
販
売
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
い
た
だ
き
、
同
窓
生
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
に
。

名
簿
委
員
長
　
２４
期
　
山
本
　
順
子
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近
況
お
便
り

Ｏ
②
が

６
５

１
期
　
宮
田
　
俊
雄

田
中
前
会
長
、
永
年
の
地
道
な
ご
努

力
が
月
日
会
の
大
き
な
発
展
に
実
を

結
び
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
し
た
。

１
期
　
中
根
　
憲

一

７６
歳
、
ま
す
ま
す
元
気
で
す
。
俳
句

に
こ
っ
て
い
ま
す
。
全

句
）

・
・
・

花
冷
え
や
　
と返
き
昭
和
の
カ
リ
ー
食

つゝ
）

２
期
　
井
上
　
周
子

昨
年
１１
月
同
期
会
に
出
席

（大
分
県

よ
り
）
し
ま
し
て
、
夢
の
よ
う
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

３
期
　
石
川
　
栄
子

会
長
職
を
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

私
共
も
お
陰
さ
ま
で
何
と
か
生
き
て

お
り
ま
す
。
お
会

い
で
き
る
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

６
期
　
鵜
飼
　
成
子

年
相
応
に
元
気
で
す
。
田
中
会
長
、

長
年
に
わ
た
り
田
高
発
展
の
為
に
ご

苦
労
様
で
し
た
。

６
期
　
南
雲

　

昇

遅
く
な
り
ま
し
た
。

６
期
生
で
す
が

同
期
の
方
々
と
約

１２
～
・３
名
で
誘

い

合
せ
て
時
々
旅
行
を
し
て
お
り
ま
す
。

田
中
会
長
長

い
間
本
当
に
ご
苦
労
様

で
し
た
。
ひ
ん
ば
ん
に
ク
ラ
ス
会
を

や
っ
て
い
ま
す
。

７
期
　
野
口
　
圭
子

い
つ
も
お
世
話
し
て
下
さ
り
感
謝
じ

て
お
り
ま
す
。

７
月
に
７
期
生
の
古

希
会
が
催
さ
れ
、
懐
か
し
ゅ
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

８
期
　
福
田
　
紀
子

会
報
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
大
変
な
つ
か
し
く
、
う
れ

し
く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
と
い
う
ほ
ど
の
事
は
何
も

な
く
日
々
平
穏
に
暮
ら
し
て
お
り
ま

す
。
月
日
会
の
益
々
の
ご
活
躍
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

８
期
　
田
口
　
恵
子

宮
城
県

（紀
伊
国
屋
、
いン
ュ
ン
ク
堂
）、

岩
手
県
、
福
島
県
書
店
で
販
売
。
２

０
０
９
年

１０
月

「奥
の
ほ
そ
道
を
歩

く
」
を
出
版
。
歴
史
春
秋
出
版
０
２

９
期
　
山石
崎
　
衛

年
相
応
の
故
障
を
抱
え
つ
つ
、
元
気

に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

１０
期
　
小
谷
　
明
子

暑
さ
の
盛
り
、
ご
自
愛
下
さ
い
。

１１
期
　
小
濃
　
咲
子

お
店
を
続
け
て
い
ま
す
。
定
年
制
が

な
い
の
で
主
人
と
私
の
ど
ち
ら
か
が

ダ
ウ
ン
す
る
ま
で
続
け
た
い
で
す
。

‐３
期
　
磯
部
　
和
子

来
年
　
桐
の
花
を
見
に
行
か
れ
れ
ば

と
思

っ
て
い
ま
す
。‐４

期
　
一島
城
　
裕
之

時
間
に
し
ば
ら
れ
な
く
な
っ
て
３
年

口田
。

一導
電
将
こ．Ｆ
∽言
ミ
∽命ヽ
ヽ
ρ
⇔
ｏ
Ｂ
＼
す
ｏ
３
ｏ
ゝ
ａ

室
①
りヽヽ
８
Ｂ
溢
左
記
の
Ｈ
Ｐ
ご
覧
下
さ

い
。
の
ん
び
り
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

‐４
期
　
長
谷
川
正
春

昨
年

１２
月
に
水
泳
部
第

１４
期
同
期
会

を
行
い
、
男
子
７
名
、
女
子
１
名
が

集
い
、
若
き
日
の
話
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
望
み
は
母
校
の
プ
ー
ル
で

い泳
ぐ
事
で
し
た
。

‐５
期
　
太
田
　
武
二

お
陰
さ
ま
で
家
族

一
同
元
気
で
や

っ

て
い
ま
す

‐７
期
　
保
坂
　
　
誠

本
年
６
月
５
日
に
１７
期
の
同
期
会
が
開

催
さ
れ
、

７０
名
ほ
ど
集
ま
り
ま
し
た
。

‐９
期
　
森
井
　
秀
樹

同
窓
会
の
各
種
活
動
が
大
変
で
し
ょ

う
が
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

２‐
期
　
中
神
　
圭早
弘

都
庁
か
ら
派
遣
さ
れ
て
総
務
省
の
外

郭
団
体
救
急
振
興
財
団
に
勤
め
て
い

ま
す
。
来
年

２
月
に
全
国
の
救
急
隊

員
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き

ま
す
。

２３
期
　
櫻
井
　
裕
子

２２
年

４
月
、
姪
が
田
高
に
入
学
し
ま

し
た
。

２６
期
　
一働
野
　
友
子

夫
、
息
子

（大
な
）
、
娘

（高
３
）
と

共
に
元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。
都
立

高
の
統
廃
合
が
進
む
中
、
田
高
が
健

在
で
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

２６
期
　
限
龍
　
祥
子

息
子
が
い
よ
い
よ
大
学
受
験
で
す
。

端
で
見
て
い
る
私
だ
け
が
ヤ
キ
モ
キ

し
て
い
ま
す
が
、
本
人
は
い
た

っ
て

現
教
職
員

笹
川
耕
太
郎

元
教
職
員

前
田
　
　
徹

石
川
　
直
弘

中
野
　
英
雄

新
野
　
一爪
子

能
村
　
け
い

森
本
　
静
子

マ
イ
ベ
ー
ス
。

３０
数
年
前
の
母
の
気

持
ち
が
今
に
な
っ
て
分
か
り
ま
す
。

４９
期
　
根
本
　
一浮
一

一
般
自
動
車
整
備
士
を
目
指
し
て
勉

強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

５２
期
　
根
本
　
和
哉

１
０
０
年
に

一
度
と
言
わ
れ
る
大
不

況
の
中
、
神
大
院
卒
で
無
事
就
職
で

き
ま
し
た
。

平
成

２２
年
度
会
費
払
込
用
紙

の
通
信
欄
に
ご
記
入
い
た
だ
い

た
近
況
を
抜
粋
し
て
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。

来
年
の
会
報
に
も
皆
様
の
近

況
を
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
払
込
用
紙
の
通

信
欄
に
是
非
ご
記
入
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。会

報
編
集
委
員
会

□

平
成
二
十
二
年
度
分
の
月
日
会
収
支
は
表
記
の
通
り

決
算
致
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

会
計
委
員
長
　
源
田
真
由
美

（
２。
期
）

□

平
成
二
十
二
年
度
の
会
計
報
告
に
つ
い
て
適
法
か

つ

妥
当
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

会
計
監
査
　
干
川
　
勝
重

（
６
期
）

会
計
監
査
　
簡
　
　
　
敏

（９
期
）

□

五
月
七
日

（土
）
の
幹
事
会
に
て
承
認
さ
れ
ま
し

元

Ｐ

Ｔ

Ａ

増
田
　
ヒ
サ

山
道
　
寿
子

永
久
保
初
栄

今
井
ま
り
子

由
比
　
邦
枝

田
中
　
克
美

糸
瀬
　
敬

一

石
塚
　
久
子

岡
田
美
枝
子

岡
本
ひ
ろ
み

１
期
生

中
根
　
憲

一

井
手
　
敏
雄

西
山
　
　
正

牧
野
　
恵
里

常
盤
　
彦
吉

河
内
　
迪
子

小
原
将
司
郎

村
山
　
久
枝

本
多
喜
太
郎

２
期
生

森高
緑

齋
藤

深
井

清
水

３
期
生

須
藤

　

清

奈
入
　
囲
子

春
山
　
泰
男

４
期
生

千
田
　
康
男

寺
久
保
　
勲

５
期
生

網
井
　
昭
小高

志
村
　
年
弘

飯
泉
　
育
雄

涌
井
　
登
代

森
　
　
克
子

７
期
生

金
子
喜

一
郎

簡
　
　
玲
子

野
口
　
圭
子

高
田
　
　
誠

８
期
生

夏
目
　
達
也

岩
野
　
光
邦

大
蔵
　
正
人

後
一墜
暑
佐
子

田
中
　
恭
子

中
村
　
幸
夫

９
期
生

簡

　

　

敏

澤
村
　
直
子

大
島
　
桂
子

山
田
　
　
勇

堀
越
　
節
子

相
期
生

新
井
　
和
枝

平
沢
　
拘
子

中
田
　
泰
雄

塩
出
　
敏
彦

石
井
七
保
美

藤
井
　
真
行

矢
口
　
雅
章

１１
期
生

吾
田
　
千
萱

鈴
木
　
洋
子

本
間
　
一九
司

２。
期
生

南
部
　
　
明

源
田
真
由
美

大
久
保
昇

一

２‐
期
生

中
神
　
圭早
弘

２６
期
生

高
野
　
友
子

眼
龍
　
祥
子

２７
期
生

甲
田
　
浩
子

相
田
　
一爪
子

前
田
　
違
子

波
田
野
　
宏

林
　
　
美
喜

３４
期
生

岩
塚
　
　
究

３５
期
生

堀
口
　
泰
志

石
鍋
　
　
斉

３７
期
生

小
西
　
正
晃

４７
期
生

源
田
　
和
樹

５２
期
生

島
内
　
智
史

５４
期
生

清
田
圭
太
郎

５５
期
生

渡
遷
　
裕
介

５６
期
生

秦
　
英
里
香

５８
期
生

山
口
　
智
浩

中
野
　
愉
太

６
期
生

竹
原
　
智
明

稲
生
諏
訪
子

稲
垣
　
一希
昭

山
本
　
智
幸

田
中
　
博
隆

金
子
　
　
隆

千
川
　
勝
重

鵜
飼
　
成
子

浅
野
　
一爪
子

南
雲

　

昇

岡
島
　
邦
夫

福
登 正 章博

平
成

二
十

三
年
虜
会
計

報
告

平
成
二
十
三
年
虜
予
算

平成22年度 会計報告

平成23年度 予  算

高 初 高 14 小 安 磯 13 川 藤 長 12 相 菊 難 伊 今 川 麻 直 佐 寺 森

量房稼堅 
林
琶酵堅 

嶋
ε
澤型 尾巻豊そ漕窯属謀詈楷畳

子 子 之   正 男 子   透 康 伸   孝 子 郎 子 一 一 忠 雄 樹 枝 弓

承 3と ζ [聾
 

笛

を

薪

ζ § 言

青 庚 稿

ヨ B聾  皇 ]争 ε

彊

§
昭 夫 雄 政 子   彰 江 篤 貴 子 雄 正 豊 護 子 治   之 三 男 春 篤 一

とζ拿ピ三辱尋]3聾  學8:聾  △銹嘗息そ阜ξ宛哲
子 樹 二 子 子 子 二 子 夫   志 和 友   夫 誠  子 一 英 子 章

２２
期
生

大
神
　
基
也

黒
須
　
知
二

小
林
　
雅
人

西
　
　
康
男

２８
期
生

渡
辺
　
聡
哉

３０
期
生

服
部
　
哲
也

た

。

２３
期
生

櫻
井
　
裕
子

宮
地
　
一
雄

２４
期
生

山
本
　
順
子

２５
期
生

中
村
　
摂
子

磯
遷
　
を昌
雄

３‐
期
生

竹
尾
　
　
正

３２
期
生

安
藤
　
正
道

市
原
　
朋
宏

河
西
加
代
子

溝
尾
　
大
資

３３
期
生

中
澤
　
晃
子

佐
藤
　
恒

一

３８
期
生

新
井
　
秀
樹

熊
谷
　
和
巳

加
藤
　
由
枝

４４
期
生

林

　

隆
三

４５
期
生

浅
田
　
裕

一

山
田
　
浩

一

合  計

22年 度収入計

名簿売上

刑Hlの 本界金

行    付

年 会 費

銀行利層、等

賛助会員入会金

平莱生入会金

前年度繰越金

5,077,873

3、 154,665

5.000

110,237

560,970

1,328,000

458

1,150,000

1,923,208

収入

合  計

次年度繰越金

22年 度支出計

桐の本界全横ll全

雑    賓

情報委員会費

lttl田 周調布寄付

新入生対策賢

卒業生対策賢

ぽろにあ祭参

"‖

費

周年事業積立金

名簿編集賢

会報編集費

通信事務費

幹 事 会 費

5,077,873

1,870.549

3.207.324

110,237

129.659

50,000

68,775

120,020

52,578

300,000

106,790

1,835,736

49,144

384.385

支 出

合  計

23年 度4文 人口|

4口lの 本界金

寄     4寸
牛  含  賓

銀行利息寺

罪莱生大会金

月l年 反繰越金

5035.800

3,165,251

50.000

600,000

1,400,000

251

1.115.000

1.870.549

収 入

合  計

次年反繰越金

23写度更出口|

桐の本寡全積立金

予 備  賢

情歌委員会質

lttl出 回謝獅奇付

不子ォ入生対策賢

手来生対茶費

ぽろにあ禁参可1賃

周年事業積立金

名簿編集賢

会〒k編集質

通信事務費

幹 事 会 賢

5_035_800

1.880.800

3.155.000

50,000

20.000

100.000

50,000

70000
140.000

70,000

300,000

105.000

1.800,000

50,000

400.000

雑
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路 状 況
合格者の多い四年制大学(浪人生含む)

財
団
法
人
田
園
調
布
は
、
新
公
益
法
人
制
度
へ
の

移
行
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す

財
団
法
人
田
園
調
布
は
、
新
入
生
へ
の
校
歌
Ｃ

Ｄ
贈
呈
及
び
皆
勤
賞
等
の
授
与
、
体
育
祭

・
合
唱

祭

・
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
支
援
な
ど
母
校
の
教
育
活

動
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
週
末
の
多
摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

貸
出
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
、
手
話
講
習
会
や
小
学
生

野
球
大
会

・
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
等
地
域
社
会

の
教
育

・
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
の
活
動

を
、
長
年
の
間
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
制
度
は
、
明
治
２９
年

の
民
法
制
定
以
来
基
本
的
な
見
直
し
は
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、　
一
部
法
人
に
よ
る
不
祥
事
が

続
い
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
平
成
２０
年
１２
月
、
公

益
法
人
制
度
に
関
す
る
法
律
が
新
た
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
法
律
に
よ
り
、
現
在
の
財
団
法
人
は
平
成

２５
年
１１
月
３０
日
ま
で
に
、
税
制
優
遇
は
あ
る
が
厳

格
に
公
益
性
を
求
め
ら
れ
る
「新
公
益
財
団
法
人
」

へ
の
移
行
か
、
課
税
を
原
則
と
す
る

一
方
、
事
業

活
動
の
制
限
は
緩
や
か
な

「
一
般
財
団
法
人
」
ヘ

の
移
行
、
ま
た
は

「解
散
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

当
法
人
は
、
母
校
へ
の
貢
献
を
よ
り
強
め
る
た

め
に

「
一
般
財
団
法
人
」
へ
の
移
行
を
決
め
、
現

在
、
税
理
士

・
司
法
書
士
等
外
部
専
門
ス
タ
ッ
フ

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
移
行
申
請
を
す
る
た
め

の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
保
有
す
る
基
本
財
産
は
、
公
益
性
の
あ
る

事
業
の
た
め
に
し
か
使
用
で
き
な
い
た
め
に
事
業

内
容
の
見
直
し
や
既
存
事
業
の
活
性
化
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
制
度
に
即
し
た

組
織
再
編
や
活
動
を
支
え
る
事
務
機
能
の
拡
充

等
、
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

解
決
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

来
年
に
な
れ
ば
、
新
た
な
財
団
の
姿
を
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
う
暫
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

財
団
法
人
田
園
調
布
理
事
　
鍵
和
田
幹
夫

中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会

ｍ
月

２３
日

（火
）

財
団
法

人

田
園
調

布
杯
第

７
回

「
中

学
生
サ

ッ
カ
ー
大

会
」

が
多
摩
川
グ

ラ
ウ

ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

グ

ラ
ウ
ン
ド
状

態
は
前

日
か
ら

の

強

い
雨

で
最

悪

。

サ

ッ
カ
ー
部
員

や

奉
仕

の
生
徒
を
中

心

に

ス
タ

ッ
フ
全

員
が
必
死

の
整
備

を
行

い
、

１
時
間

３０
分
遅
れ
で

８
人

制

の
変
則

ル
ー
ル

に
よ
リ
キ
ツ
ク
オ
フ
。
ボ
ー
ル
が
水
た
ま
り
で
止
ま
る
な

ど
足
元
が
悪
い
中
、
各
チ
ー
ム
共
最
後
ま
で
全
力
で
戦
い
、

応
援
を
し
て
い
ま
し
た
。
試
合
の
合
間
に
は
奉
仕
の
生
徒

に
よ
る
草
刈
り
や
散
水
設
備
の
テ
ス
ト
な
ど
も
行

い
ま

し
た
。

‐９
期
　
鍵
和
田
幹
夫

初
級
パ
ソ
コ
ン
語
座

昨
年
十
月
中
旬
よ
り
四
回
に
わ
た
り
、
大
田
区
連
携

講
座
と
し
て
財
団
法
人
田
園
調
布
の
事
業
の

一
つ
で
あ

る
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座

（
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
。
）

で

一
昨
年
度
に
引
き
続
き
月
日
会
と
し
て
活
動
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

開
催
期
間
中
、
台
風
接
近
に
よ
り
日
程
が
ず
れ
て
し

ま
う
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、
受
講
者
よ
り

在
校
生
並
び
に
当
講
習
会
に
対
し
非
常
に
高

い
評
価
を

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
月
日
会
は
、
財
団
に
お
け
る
地

域
貢
献
並
び
に
学
校
支
援
事
業
の
役
割
の

一
端
を
担
え

た
と
思
い
ま
す
。

４５
期
　
山
田
　
浩

一

手
話
語
習
会

色

茎

明
球

基

〓

２
月
２７
日

（
日
）
に
多
摩
川
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
財
団
法
人
田
園
調

布
杯

「
小
学
生
野
球
大
会
」
も
今
年
で

４
回
日
、
参
加
す
る
チ
ー
ム
に
と

っ
て

は
欠
か
せ
な
い
大
会
と
な

っ
て
き
ま
し

た
。
朝
早
く
か
ら
選
手
や
応
援
の
お
母

さ
ん
方
の
大
き
な
声
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

響
き
、
終
日
熟
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

今
年
も
、
現
役
野
球
部
員
が
審
判
や

優
秀
選
手
賞

の
選
定
に
あ
た
り
ま
し

た
。
ま
た
、
表
彰
式
前
に
は
野
球
部
員

に
よ
る
模
範
練
習
も
行
わ
れ
、
参
加
し

た
ち
び

っ
子
た
ち
は
熱
心
に
観
戦
し
て

い
ま
し
た
。

‐９
期
　
鍵
和
田
幹
夫

多
摩
川
河
川
敷

清
掃
活
動

例
年
財
団
法
人
田
園
調
布
で
参
加

し
て
い
る
大
田
区
主
催
の
多
摩
川
河

川
敷
清
掃
活
動
は
、
従
来
丸
子
橋
か

ら
ガ
ス
橋
迄
の
行
程
で
し
た
が
、
多

摩
川
大
橋
～
ガ
ス
橋
の
行
程
に
変
更

が
あ
り
ま
し
た
。

三
百
八
十
名
以
上
の
大
所
帯
で
参

加
に
な
る
予
定
で
し
た
が
、
残
念
な

事
に
前
日
夜
に
大
田
区
環
境
保
全
課

１
月

２２
日
に
開
催
さ
れ
た
財
団
法
人

田
園
調
布
主
催

の
手
話
講
習
会
は
主
に

聴
覚
障
害
者

の
社
会
的
立
場
や
、
生
活

面
で
の
問
題
点
、
巻
き
込
ま
れ
や
す

い

ト
ラ
ブ
ル
等
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
事

が
出
来
ま
し
た
。

外
見
的
に
聴
覚
障
害
者
は
健
聴
者
と

見
分
け
が

つ
か
な

い
と
言
う
事
を
再
認

識
し
、
そ
の
為
誤
解
さ
れ
易

い
と

い
う

問
題
を
抱
え

て
い
る
の
だ
と
思

い
知
り

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
障
害
者
だ
か
ら
と
消
極

的
な
人
生
を
送
る
の
で
は
な
く
、
様

々

な
器
具
の
開
発
や
、
情
報
伝
達
方
法

の

改
良
で
よ
り
広

い
分
野
で
の
活
躍
が
可

能
に
な

っ
て
い
る
と
知
り
嬉
し
く
思

い

ま
し
た
。

９
期
　
簡
　
　
　
敏

よ
り
連
絡
が
有
り
、
六
月
十

二
日

（
日
）
は
河
川
敷

コ
ン
デ
ィ
シ
ヨ
ン

不
良
の
為
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

事
前
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
方
々

に
は
申
し
訳
な

い
思

い
で
す
が
、
来

年
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
と
思
い
ま

す
の
で
そ
の
際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

３８
期
　
熊
谷
　
和
巳

鯖

築

色

謡

東
日
本
大
震
災
や
原
子
力
発
電
所

の
事
故
等
の
影
響
に
よ
り
、
社
会
が

大
き
く
変
わ

っ
て
い
ま
す
。
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

月
日
会
で
は
、
昨
年
十
月
に
会
長

が
二
十
二
年
ぶ
り
の
交
代
と
な
り
ま

し
た
。
新
体
制
の
も
と
、
来
年
度
の

月
日
会
六
十
周
年
に
向
け
て
、
田
高

と
も
ど
も
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る

べ
く
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方

の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

・
ご
協
力
を

引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
幹
事
と
し
て
活
動
を
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
今
後

も
田
高
を
は
じ
め
財
団
法
人
口
園
調

布
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
清
流
会
等
諸
団
体
と

協
力
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３７
期
　
小
西
　
正
晃

桐
の
本

月
日
会

５０
周
年
の
際
に
行

っ
た
桐
の
木
募
金

を
機
に
、
皆
様
方
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

現
在
、
田
高
の
桐
の
木
は
■
本
に
な
り
、
４

月
末
か
ら
５
月
に
か
け
て
薄
紫
の
美
し
い
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。

r

お知 らせ くだ さい !

会報を読んでのこ意見、こ感想がありましたらこ連絡ください。 また、

同期会開催案内、寄稿、住所変更等についてのお問い合わせも下記にお願い

いたします。尚、お寄せ頂いた情報(よ 掲載できないこともこざいますのでこ

了承下さい。

住所 :〒 lZ45i O062大 田区北千束3-24-1-409
月日会事務局 宛 Ftt i 03-3748-6フ80

HP i http:〃 www tsukihikai g「 ,p/

各
事
業
の
開
催
案
内
は
、
今
後
月
日
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

随
時
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

12神 奈 川

国 士 舘

東京工科

関東学院

明  治

20日  本

法  政

帝  京

明治学院

東  洋

立   正

137

28

45

225

四年制大学

短 期 大 学

専 門 学 校

就 職

浪 人 他

合  計

畷 教 職 員 異 動 國

【転
出
】

安
藤

伊
藤

佐
藤

塚
原

粟
澤

渡
辺

塩
路

昔回
孫価

川
口

鎌
田

誠
知

（数
学
）
退
職

宏
文

（数
学
）
退
職

浩
平

（数
学
）
ｍ艇美
宅
）

誠

（数
学
）
退
職

洋

（化
学
）
退
職

怒
各
千
ｖ
（士大
王
巾
）第
　
商
業
⌒企
）

愛
子

（英
語
）
広
長
全

一
範

（保
体
）

品
川
特
別
支
援

茂
子

（養
護
）
退
職

純
子

（主
任
）
国
際

【転
入
】

駒
場
　
　
晃

（数
学
）
新
規

望
月
　
梨
衣

（数
学
）
新
規

宮
岡
　
早
苗

（数
学
）
大
崎
全
）

原
木
百
合
子

（数
学
）

足
立
工
業
（全
）

長
谷
川
頭
太
郎

（生
物
）

野
津
田
（全
）

柏
木
　
桃
子

（英
語
）
深
公
ｅ

相
原
　
弘
明

（英
語
）

都
大
附
属
（全
）

磯
辺
　
隆
之

（保
体
）
上
野
金
）

高
嶋
　
幸
子

（養
護
）
深
沢
全
）

堀
野
　
孝
雄

（美
術
）

日
比
谷
（全
）

平
塚
乃
里
子

（係
長
）
園
芸

国

ロ

R
四

□

＼田

四饉国

剛

四

趨


